様式⑭
平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　殿
住所
氏名　　　　　　　　　　　　印
立木伐採
国有保安林における　　　　　　　　　　　　　　に係る承諾書の交付申請書
土地の形質変更等
　このことについて、下記のとおり立木の伐採及び土地の形質変更等を行いたいので、森林法第３４条第２項及び森林法施行規則第６０条第２項の手続のため、下記行為を承諾されたく申請します。
記
	事　　項
	立　木　伐　採
	土地の形質変更行為等

	保安林の名称
	
	

	所在場所

	郡・市
	
	

	
	町・村
	
	

	
	大字
	
	

	
	字
	
	

	
	地番
	
	

	国有林名
	
	

	林小班
	
	

	伐採・行為の目的
	
	

	伐採・行為　　（ha）
面積
	
	

	伐採・損傷　　（㎥）
材積
	
	

	伐採・損傷　　（本）
本数
	
	

	伐採の方法
	
	

	樹種　等
	
	

	年齢　（年）
	
	

	行為の種類
	
	

	行為の方法
	
	

	伐採・
使用期間
	開始
	
	

	
	終了
	
	

	他法令との関係
	
	

	備　　考
	
	


（様式⑭　注意事項）
１　保安林の名称及び所在場所は、保安林台帳と照合のうえ記載すること。
２　伐採・行為の目的欄は、下欄の「行為の種類及び方法」との整合性を確認すること。
３　伐採・行為面積欄は、実測又は見込みにより少数点以下第５位四捨五入４位止めとすること。
４　伐採・損傷材積欄は、調査結果に基づくものとし、少数点以下第３位四捨五入２位止めとすること。
５　伐採・損傷本数欄は、調査結果に基づく本数とすること。
６　伐採の方法欄は、「皆伐・択伐・間伐別」を記載すること。
　　なお、支障木の伐採については、当該欄へは記載せず、備考欄に「支障木の種類」を記載すること。
７　樹種等欄は、該当樹種等を記載すること。
８　年齢欄は、伐採箇所の林況等により、当該伐採立木竹の年齢又は平均年齢とすること。
９　行為の種類欄は、森林法第３４条第２項の作業行為を記載すること。
　10　行為の方法欄は、次の事項を記載すること。
（1） 立木竹の伐採の場合　　　　　　　　立木の場合：伐採跡地の取り扱い
立竹の場合：束数　伐採跡地の取り扱い
（2） 立木の損傷の場合　　　　　　　　　損傷の目的及び損傷後の取り扱い
（3） 家畜の放牧の場合　　　　　　　　　家畜種類・頭数・管理方法
（4） 下草、落葉又は落枝の採取の場合　　採取物の数量並び採取方法
（5） 土石又は樹根の採掘の場合　　　　　種類（土石の場合）・採取方法・土地の形質変更状況及び採掘跡地の取
り扱い
（6） 開墾の場合　　　　　　　　　　　　開墾の方法・土地の形質変更の状況・開墾地に係る使用目的達成後の
取り扱い
（7） 土地の形質変更をする場合　　　　　土地の変更の状況、施行施設、行為地に係る使用目的達成後における
跡地の取り扱い
　11　伐採・使用期間欄には、当該行為の開始から終了までの期間（　　年　　月　　日）を記載すること。
　12　他法令との関係欄には、森林調査簿等により、自然公園法、砂防法、文化財保護法、その他法令により、行為制限を受けている場合には、「○○公園（第○種特別地域）」のように記載すること。
　　　該当のない場合は「無」と記載すること。なお、他法令に係る許認可手続きの必要がある場合には、その許認可年月日を記載すること。
　13　備考のその他欄には、保安林解除に該当している場合には、「解除予定保安林の告示番号、年月日」を記載すること。
